
宝彩BBマガジン第 19号

編集後記

ようやく宝彩BBマガジン第19号を発行できました。

BBマガジンの制作は仕事ではないので、できる範囲

で楽しくやることを心がけていますが、ついついア

タマが仕事化して、「早くやらなきゃ」と思ってしまう

ことがあります。その割には発行は、どんどん遅くなってきていま

すね。さすが修行の専門誌（笑）。お待ちいただいた方、ありがとう

ございます。でも、逆に、宝彩BBマガジンの制作が“仕事”だった

ら、どんなに楽しいだろうなあ。

チバ

朝、車の中から道のゴミを拾っている方を何度か

見かけました。何か温かいものがこみあげ、私も

仕事が終わった後や休日には息子も共にゴミ拾

いをするようになりました。初めは何でこんなに

…とちょっとした怒りがわいたり、褒められたいとか思ったりし

ていましたが、ただただ拾えばその後のキレイになった空間が

うれしかったり、気持ち良かったりして、ステキなギフトをいた

だきました。これからも続けていこうと思います。

トモ

1ヶ月くらい前から夏の海に向けて、大食いとお

菓子食べまくりの生活を改めてみました（笑）。私

は、毎日、ランチは大盛りのラーメンや定食をが

つがつ食べ、お菓子も甘党なので暇さえあれば

チョコやアイスなどを食べていました。少しずつお腹が出てき

たので、ランチもお菓子も控えめにして、さらに毎朝、宝彩朝起

き体操を始めたところ、体重が減り、寝起きも良くなりました。

次は筋トレも始めてみようと思っています。

やんげ
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夏至を過ぎて少し陽が短くなった。季節の進みは

早い。夏の夕暮れの水まきが好きです。小学生の

頃の夏休み、母が夕方になるとよく、庭のお花や

ついでに玄関にも、水まきをしていました。なんだ

かそれが、夏の夕暮れの懐かしくて心地よい記憶です。私は

今、店の花壇のオリーブに水まきをするのが秘かな楽しみ。乾

いた葉やコンクリートが涼しげに濡れて、空はもう夕暮れ。その

光景がとてもほっとして心地よいのです。

今回は、新しいスタッフも参加され嬉しいことで

す。また、いつものように充実した内容のうえに、

講演会などがあってその録音書き起こし記事もあ

ります。また、この第１９号から、Kindleに雑誌とし

てアップする予定でそれも楽しみです。日常の修行とは、どのよ

うな時も修行の意思を忘れずに、修行に励むことですが、それ

は、実はとても楽しいことだと、沢山の記事が語っています。良

いマガジンになりました。ありがとうございました。

宝彩有菜
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宝彩BBマガジンでは、「一口コメント」掲示板もご用意しておりますので、お気軽にご投稿

ください。編集スタッフ一同、皆さまのコメントを心よりお待ちしております。

宝彩BBマガジンの編集室は、学校の教室のよう

な気がします。制作が始まると、長い夏休みが終

わって、久しぶりに懐かしい友達に会ったような感

じがしました。今期は新しいスタッフも加わって、

クラス替えをしたり席替えをしているようでした。作業中、思うよ

うに文章が書けないとき、もっと文章が書けるようになりたい。

そう思いながら作業をしていました。第２０号の制作は、実際に

秋風が吹いているかも。帰るところがあるのはいいものです。

かっちゃん

今回、講演会のテープ起こしをさせていただきま

した。間があるところには、その長さに合わせて

「、」や「。」を入れていくと、e-講座テキストと同じ

句読点の付け方になったんですよ。宝彩先生の文

章は話し言葉だなあと思ってはいましたが、本当にそうだった

んだと実感して面白かったです。あと、音声を聞きながらそれに

合わせて読むと連想する暇はないし、予断なく読めていいです

ね。他のテキストも朗読して音源をつくって読んでみようかな。

まひこ

あはは

先日、久々に飴を舐めていた時のこと。私はどう

も子供の頃から、途中で飴を歯で噛み砕く癖があ

る。噛める大きさ、薄さになると、「噛む」というプ

ログラムが瞬時に起動するのだ。こんな無自覚な

行動を放っておくまい、これは修行のネタだ、と思い「最後まで

噛まない」に挑戦(笑)。結果、「私は今、飴を味わっている」と

妙に嬉しくなった。小さく溶けて消えていく飴に、愛おしさまで

感じて…。日常の修行のひとコマである。

智

ドングリを拾ってきて植えたらコナラとブナの芽

が出たので、と知人から苗を貰いました。半日か

かって、庭の伸び放題の笹や日日草を抜き、苗を

植えました。ドングリが取れる頃まだここにいる

のかなあ、あの間隔で良かったかしら、などと後から庭を眺め

ながら考えました。植えるときは、どこにも行かずただ植えてい

た。それは満ち満ちた時間でした。何も考えずにする作業は、行

為そのものを愛することなのかもと思う夏の午後です。

tanpopo

今回初めて、編集スタッフとして参加しました。ス

タッフの皆さんのやり取りには、執筆者や読者の

方々への愛、修行への愛など、愛が溢れていて、

「ＢＢマガジンは愛で出来ている！」と実感しまし

た。貴重な体験が出来て嬉しいです。ありがとうございまし

た。そして、先日は２５年ぶりに初の同窓会に参加しました。笑

い方や仕草までも当時にタイムスリップしてしまうんですか

ね。恥ずかしい自分の笑い声を聞いて懐かしかったです。

Sunny


